
南部A・Bグループ
（関係市町村：五條市、野迫川村、十津川村、大淀町）
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高取町役場

平畑運動公園

大淀町役場

県立奈良南高等
学校 大淀学舎

下市中央公園
下市町役場

南奈良総合
医療センター

阿田峯公園県立五條
高等学校

イオン五條店
五條市役所

私立智辯学園
高等学校

市立西吉野農業
高校（R3.4～）

西吉野支所

奥之院

野迫川村役場

道の駅
吉野路大塔大塔温泉

大塔支所

谷瀬の吊橋
十津川村

国民健康保険
上野地診療所

湯泉地温泉
公衆浴場

道の駅
十津川郷

十津川村役場

十津川村立病院
小原診療所 21世紀の森・紀伊半島

森林植物公園

十津川温泉

昇の郷
上湯温泉 老人ホーム

高森の郷

県立十津川
高等学校

玉置神社

吉野町役場

県立奈良南高等学校 吉野学舎
吉野病院

吉野山史跡

金峯山寺

吉水神社

吉野水分神社

金峯神社

黒滝村役場

天川村役場

瀞八丁

川上村役場

上北山村役場

下北山村役場

五條病院

県立御所実業
高等学校

テクノパークなら

【位置付け】
⚫ 八木新宮線の五條以南は観光利用が多く、以北は通学など生活利用が多い
⚫ 五條・十津川地域連携コミュニティバスは、南部から乗換なしで通院できる唯一の便
⚫ 路線沿線には、谷瀬の吊り橋、十津川温泉等の観光施設が立地
【課題】
⚫ 自治体や事業者の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確保維持改善事業に
より運行を確保・維持する必要がある

⚫ 南和地域の中核病院である「南奈良総合医療センター」及び「五條病院」が立地しており、広域の
アクセス向上に向けてどのように取り組みを行っていく

⚫ 魅力ある観光地を観光客が公共交通で広域的に巡るための、観光施策と連携した取組の実施

⚫ 路線バスやコミュニティバスについて、ダイヤや乗り方について住民向けに周知が必要

公共交通とまちづくりのデッサン

●関係市町村
五條市、野迫川村、十津川村、大淀町

●主な公共交通機関
• ＪＲ 和歌山線
•近鉄 吉野線
•奈良交通（八木新宮線）
•五條・十津川地域連携コミュニティバス
• その他コミュニティバス：ゴーちゃんバス（五
條市）、村営バス（野迫川村）、十津川村営バ
ス、よどりバス（大淀町）

• デマンド交通：ゴーちゃんタクシー（五條市）、
よどりタクシー（大淀町）村営タクシー郷士号
（十津川村）

●主な利用データ
•五条駅 乗車人員 972人/日（R6）
•近鉄福神駅 乗降人員 1,789人/日（R6）
•八木新宮線：５診断指標達成（R6）
•五條・十津川地域連携コミュニティバス：５診
断指標のうち、平均乗車密度、利用者１人あ
たりの行政負担額の２項目が未達成（R3～)

●関係情報
•南和地域の中核病院である「南奈良総合医
療センター」及び「五條病院」が立地している

•十津川村にて、現在運行している村営タク
シー郷士号の村外運行（和歌山県田辺市本
宮町・和歌山県新宮市一部運行区）開始
※五條方面は、現在検討中

• R7.12月からR8.2月末まで、十津川村の路線
バスでは行けない観光地を巡る村内宿泊者
用周遊観光バスを運行
※予算がなくなり次第終了

•奈良交通においてR4.10月から八木新宮特
急バスの一部便の走行ルートと停車停留所
を短縮する観光特急｢やまかぜ｣を運行開始

• 「やまかぜ」について、観光客向けに、「賀名
生和田北口」停留所（賀名生梅林最寄停留
所）に停車（R6.10.1～）

•和歌山線五条駅、御所駅を着地とする日帰
り旅行商品「駅プラン」発売（R７年秋）

•奥大和エリアの観光PRイベントをKITTE大阪
で実施（土・日の2日間）（R7年11月）

路線・地域の概要

本エリアにおける公共交通の位置付けと課題

まちづくりの方向性（イメージ図）

取組の方向性

系統
番号

系統名 実施主体
運行系統

起点 経過地 終点

30 八木新宮 奈良交通（株）
八木駅 ﾎﾃﾙ昴 新宮駅

31 新宮駅 十津川温泉 八木駅

五條・十津川地域
連携ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ

五條・十津川地
域公共交通活性

化協議会
福神駅 五條病院前 十津川温泉

凡 例

路線バス

コミバス
ＪＲ

近鉄電車

道路

バス停

行政施設

病院

学校

商業施設

観光資源

その他箇所

C

重要交通拠点

まちづくりの方向性に合致す
る取組

主な施設・資源

将来像の実現におけ
る問題・課題

十津川村役場

南奈良総合医療センター

五条駅

福神駅

●令和９年度に目標とすべき状況（主な評価指標）
•八木新宮線：診断指標５項目、計画輸送量１５人以上の達成
•五條・十津川地域連携コミュニティバス：診断指標５項目の達成

【五條市】

「五條市地域公共交通計画（第2次
ゴーちゃん交通計画）（R4.3）」に基
づき検討を実施

道の駅吉野路 大塔
星のくに

谷瀬の吊橋

⚫ 観光施設と連携した滞在プランの提供
⚫ 拠点駅から観光施設までの移動手段の確保・充実
⚫ 公共交通の利用に繋がる観光イベントの企画・発信を強化

－観光客向け－
【目標】公共交通を利用した滞在型観光のための取組実施

⚫ 住民のニーズ把握とそのニーズに応じた交通モードの導入
⚫ 路線バスやコミュニティバスについて、ダイヤや利用方法（自由乗降等）について効果的な広
報の実施

－住民向け－
【目標】通院・買い物等、必要な用事を車がなくても便利に

西吉野農業高校

五條バスセンター

小代下

城戸

大塔支所

十津川高等学校

２１世紀の森

大塔診療所

鎌田医院

大峯奥駈道

五條新町エリア

十津川温泉

【五條市】

「五條市地域公共交通利便増進実施計
画」に基づき、五條バスセンターを結節
点としたコミュニティバス・予約制乗合タ
クシーの運行を継続

五條病院

【五條市】

高齢化が進む地域のラストワンマイル
を担う移動手段の確保

熊野古道
小辺路

【出典】「国土数値情報（バスルート、バス停留
所、鉄道、行政区域データ）」（国土交通省）を加
工して作成。「地理院地図Vector（仮称）提供実
験」（国土地理院）のデータをもとに、コンサベー
ションGISコンソーシアムが作成したデータ（道路
中心線2020）を表示。

南部A・B 八木新宮線・五條・十津川地域連携ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ １/２

八木新宮線

五條・十津川地域連携
コミュニティバス

令和7年度 27.9 ○ 5.9 ○ 36 ○ 42.9 ○ 1,711 ○

令和6年度 37.8 ○ 6.0 ○ 27 ○ 46.9 ○ 1,176 ○

令和7年度 7.5 ○ 1.2 × 14 ○ 20.3 ○ 3,268 ×

令和6年度 7.2 ○ 1.1 × 12 ○ 22.6 ○ 3,107 ×

八木新宮線

五條・十津川地域

連携コミュニティバス

バスカルテ

1便あたり利用者数 平均乗車密度 最大乗車人員 収支率 利用者一人あたりの行政負担額

【基準】3人以上 【基準】2人以上 【基準】10人以上 【基準】2,000円以下
【基準】40％以上

※コミバス20％以上
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観光客向けの取組

取組名 十津川村周遊観光バス運行事業

取組内容 ・各観光名所を巡れる周遊観光バスを運行する

実施主体・協力主体 十津川村、奈良県

実施効果 公共交通利用者数の増加、宿泊客の増加

実施期間 R7.12～

取組名 旧城戸駅舎周辺の魅力向上及び周遊観光の促進

取組内容

・「幻の五新鉄道跡」である旧路線バス専用道及び
西吉野町城戸地内にある「城戸駅舎」を活用し、エ
リアの魅力向上及び観光客誘致を図るとともに、
周遊性確保の取組を検討・実施する

実施主体・協力主体 五條市、NPO法人、奈良県

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 R5.4～

取組名 幹線系統とデマンドバスとのアクセス確保

取組内容
・幹線系統につながるデマンドバスを運行すること
により、より便利に移動ができるような仕組みづく
りを実施する

実施主体・協力主体 野迫川村、奈良県

実施効果 バス利用者増加

実施期間 R5.4～

住民向けの取組

取組名 住民の公共交通の認知度向上による利用促進

取組内容
・乗り方案内を作成・配布及び広報誌などを活用し
た地域住民への公共交通の情報提供を実施し、
公共交通について認知度の向上を目指す

実施主体・協力主体
五條市、野迫川村、十津川村、大淀町、奈良県、
奈良交通

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 R5.4～

取組名 住民向けのモデルルートの作成・展開

取組内容

・病院、買い物にて公共交通の利用を促進するた
め、どの時間にバスに乗り、用事を済ませ、どの時
間のバスに乗れば何時に帰宅できるといった住民
向けのモデルコースを作成・展開する

実施主体・協力主体
五條市、野迫川村、十津川村、大淀町、奈良県、
奈良交通

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 R5.4～

取組名
五條市利便増進実施計画に基づくコミュニティバ
ス等の運行継続

取組内容
・「五條市地域公共交通利便増進実施計画」に基
づき、五條バスセンターを結節点としたコミュニティ
バス・予約制乗合タクシーの運行を継続する

実施主体・協力主体
五條市、奈良交通、五條二見交通、野原タクシー
（五條市内タクシー会社）、奈良県、国

実施効果 公共交通の利便性向上、公共交通利用者数の増加

実施期間 R4.9～

取組名
自動継続型金額式ＩＣカード定期券「CI-CA plus」
の利用促進

取組内容

・令和５年３月より販売を開始している自動継続型
金額式ＩＣカード定期券「CI-CA plus」の普及のた
めのPRを実施する
・コミュニティバスに活用する取組を検討・実施する

実施主体・協力主体 奈良交通

実施効果 バス利用者増加、それに伴う鉄道利用者増加

実施期間 R5.3～

取組名
コミュニティバスデータのGTFS化に伴うオープン
データ化及び住民への周知

取組内容
・令和4年度に県で整備したコミュニティバスデータ
のGTFSデータ化を活用し、各種検索サイトへの
データ提供や、住民へのPRを実施する

実施主体・協力主体 五條市、野迫川村、大淀町、奈良県

実施効果 コミュニティバスの利用者増加

実施期間 R5.4～

公共交通とまちづくりのデッサン＜実施事業一覧＞

取組名 中心市街地地区のまちづくりの推進

取組内容

イオン五條店、五條バスセンターを含めた中心市
街地のまちづくりについて、地域の活性化やにぎ
わいの創出を目指し、公民連携による（仮称）五條
市市民交流施設を整備する

実施主体・協力主体 五條市、奈良交通、商業施設、南都銀行

実施効果
公共交通の利便性向上、公共交通利用者数の増
加

実施期間 R4.12～R11年度初旬予定

取組名 移動販売車による山間地域の買物支援

取組内容

買物が困難となっている山間地域において、高齢
者に向けた暮らしのサポートとして、宅配サービス
事業者と連携し、コミュニティバス等の運行と連動
した移動販売車による買物支援を行い、地域住民
の福祉の向上を図る

実施主体・協力主体 五條市

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 R4.12～

南部A・B 八木新宮線・五條・十津川地域連携ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ ２/２

取組名
住民向けワークショップ等を踏まえての新たな公
共交通モードの運行の検討・実施

取組内容

・R5年度～R7年度に実施した住民との意見交換を
踏まえ、各地区で新たな公共交通モードを検討す
る
・新たな形での運行に関する実証運行及び利用環
境整備として予約システムの導入を検討する

実施主体・協力主体 五條市、県、地域住民

実施効果 公共交通の利便性向上、公共交通利用者数の増加

実施期間 R7.4～
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南部Cグループ
（関係市町村：大淀町、下市町、黒滝村、天川村）
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公共交通とまちづくりのデッサン

●関係市町村
大淀町、下市町、黒滝村、天川村

●主な公共交通機関
•近鉄 吉野線

•奈良交通（八木下市線 下市笠木線 下市
天川線 洞川線）

• その他コミュニティバス：よどりバス（大淀町）、
黒滝ふれあいバス、スクールバスほほえみ
号（天川村）

• デマンド交通：よどりタクシー（大淀町）

●主な利用データ
•近鉄下市口駅 乗降人数 1,769人/日（R6）
•洞川線：５診断指標達成（R6）
•下市天川線：５診断指標達成（R6）
•八木下市線：５診断指標のうち、平均乗車密
度、収支率の２項目が未達成（R6）

●関係情報

•下市町、黒滝村、天川村では、村外への通
院タクシー料金の一部を助成

•下市口駅でよどりバスに乗り継ぐことにより
「南奈良総合医療センター」へのアクセスが
可能

•空き校舎となる下市南小学校を利用して、民
間と連携した複合施設「KITO」がオープン
（R6.7～）

•空き校舎となる下市中学校を利用して地域
交流拠点「下市集学校」がオープン（R5.9～）

•下市町地域交流拠点（KITO、下市集学校等）
で下市町内移動支援として奈交バス乗車券を
配布

•令和６年４月に観光案内、体験型コンテンツ
の発着点となる洞川温泉ビジターセンターが
開業

•下市町では免許返納をした方に奈交バスの
路線バス乗車券を配布（R7：200円×156枚）

•近鉄下市口駅にカーシェアを設置（R7～）

路線・地域の概要

【位置付け】
⚫ 洞川温泉、黒滝森物語村、天河大辨財天社等、県内外から訪れる観光資源がある

⚫ 地域住民、特に免許を返納した高齢者等の通院（主に南奈良総合医療センター）や買い
物に不可欠な移動手段

【課題】
⚫ 自治体や事業者の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確保維持改
善事業により運行を確保・維持する必要がある

⚫ 多くの観光客が自家用車で来訪しており、公共交通利用への仕掛けが必要

⚫ 観光客は天川村を訪れ、下市町、黒滝村は通過するだけとなっている
⚫ 南奈良総合医療センターへの移動は専ら自家用車となり、公共交通の利用が少ない

取組の方向性

⚫ 住民のニーズ把握とそのニーズに応じた交通モードの導入
⚫ タクシーと路線バスの連携により、商業施設や中核病院へのアクセスの向上を検討
⚫ 路線バス・コミュニティバス等のダイヤや利用方法について効果的な広報の実施

●令和９年度に目標とすべき状況（主な評価指標）
•八木下市線：診断指標５項目の達成

⚫ 観光施設・公共交通が連携した滞在プラン・観光モデルルートの企画・周知
⚫ 公共交通の利用に繋がる観光イベントの企画・発信を強化
⚫ 天川村を訪れた人に路線バス沿線町村のPRの実施

－観光客向け－
【目標】公共交通を利用した滞在型観光のための取組実施

－住民向け－
【目標】通院・買い物等、必要な用事を車がなくても便利に

平畑運動公園

大淀町役場 中辻医院

県立奈良南高等
学校 大淀学舎

下市中央公園

下市町役場

吉野町役場
県立奈良南高等
学校 吉野学舎

吉野病院

吉野山史跡

吉水神社

金峯山寺

吉野水分神社

金峯神社

黒滝村役場

洞川温泉

天川村役場

下市町丹生支所

天の川温泉天川村国民健康保険直営診療所

国
道
309
号

系統
番号

系統名 実施主体
運行系統

起点 経過地 終点

35 下市天川 奈良交通（株） 下市口駅 天川川合 中庵住

36 洞川 奈良交通（株） 大淀ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ 下阪 洞川温泉

37 下市笠木 奈良交通（株） 下市口駅 笠木

39a 八木下市 奈良交通（株） 下市口駅 岩森

中庵住

広瀬

塩野

笠木

まちづくりの方向性（イメージ図）

南奈良総合医療センター

C

重要交通拠点

まちづくりの方向性に合致す
る取組

主な施設・資源

将来像の実現におけ
る問題・課題

【天川村】

タクシー利用助成金の取組み

【黒滝村】

・タクシー利用助成金の取組み
・生活支援サポーター育成講座開講

下市町役場

【下市町】

・タクシー利用助成金の取組み
・免許返納者にバス乗車券配布

近鉄下市口駅
大淀バスセンター

八木下市線

下市天川線

洞川線

下市笠木線

道の駅吉野路黒滝

道の駅 吉野路大淀iセンター

黒滝森物語村

きららの森・赤岩

天河大辨財天社

洞川温泉
ビジターセンター

KITO下市集学校

Aコープ

ライフ大淀店

吉野ストア

ならコープ下市
ステーション

【出典】「国土数値情報（バスルート、バス停留所、鉄道、行政区域データ）」（国土交通省）を加工して作成。「地理院地図Vector（仮
称）提供実験」（国土地理院）のデータをもとに、コンサベーションGISコンソーシアムが作成したデータ（道路中心線2020）を表示。

凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

鉄道駅

バス停

行政施設

病院

学校

商業施設

観光資源

その他箇所

道路

南部C 洞川線・下市天川線・下市笠木線・八木下市線 １/３

アメニティ

下市温泉秋津荘
明水館

札の辻
ステーション

本エリアにおける公共交通の位置付けと課題

令和7年度 11.9 ○ 6.1 ○ 27 ○ 61.1 ○ 647 ○

令和6年度 15.3 ○ 5.0 ○ 18 ○ 52.9 ○ 718 ○

令和7年度 9.5 ○ 6.6 ○ 21 ○ 63.0 ○ 1,102 ○

令和6年度 9.0 ○ 5.0 ○ 13 ○ 51.3 ○ 1,387 ○

令和7年度 0.6 × 0.3 × 4 × 6.0 × 11,701 ×

令和6年度 0.8 × 0.2 × 3 × 7.5 × 9,603 ×

令和7年度 1.1 × 0.9 × 8 × 16.9 × 1,925 ○

令和6年度 4.9 ○ 1.1 × 12 ○ 20.5 × 495 ○
八木下市線

下市天川線

洞川線

下市笠木線

バスカルテ
1便あたり利用者数 平均乗車密度 最大乗車人員 収支率 利用者一人あたりの行政負担額

【基準】3人以上 【基準】2人以上 【基準】10人以上 【基準】40％以上 【基準】2,000円以下
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観光客向けの取組

取組名 貨客混載の取組強化

取組内容
・奈良交通洞川線において貨客混載の取組を強化
する

実施主体・協力主体 奈良交通、県

実施効果 バスの生産性向上、物流網の効率化

実施期間 R5.4～

取組名
下市中学校空き校舎を活用した地域交流拠点「下
市集学校」と公共交通の連携

取組内容

・下市中学校の空き校舎を活用し、令和５年９月に
オープンした地域交流拠点として整備した施設に
公共交通で来訪いただけるような取組として、公共
交通で来訪された方に、帰りもしくは次の交流拠
点までの乗車券の配布を行う

実施主体・協力主体 下市町、奈良県、奈良交通

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 R5.9～

住民向けの取組

取組名 住民向けのモデルルートの作成・展開

取組内容

・病院、買い物にて公共交通の利用を促進するた
め、どの時間にバスに乗り、用事を済ませ、どの時
間のバスに乗れば何時に帰宅できるといった住民
向けのモデルコースを作成・展開する

実施主体・協力主体 大淀町、下市町、黒滝村、天川村、奈良県

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 R5.4～

取組名
自動継続型金額式ＩＣカード定期券「CI-CA plus」
の利用促進

取組内容
・令和５年３月より販売を開始している自動継続型
金額式ＩＣカード定期券「CI-CA plus」の普及のた
めのPRを実施する

実施主体・協力主体 奈良交通

実施効果 バス利用者増加、それに伴う鉄道利用者増加

実施期間 R5.3～

取組名 住民の公共交通の認知度向上による利用促進

取組内容

・乗り方案内や自由乗降の案内等を作成・配布及
び広報誌などを活用した地域住民への公共交通
の情報提供を実施し、公共交通について認知度の
向上を目指す
・企画乗車券の導入により、地域住民の公共交通
に関する認知度向上及び利用促進を図る

実施主体・協力主体
大淀町、下市町、黒滝村、天川村、奈良県、奈良
交通

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 R5.4～

取組名
体験型複合施設「KITO FOREST MARKET 
SHIMOICHI」と公共交通の連携

取組内容

・下市南小学校の空き校舎を活用し、令和６年７月
にオープンした複合施設「KITO FOREST MARKET 
SHIMOICHI」に公共交通で来訪いただけるような
取組として、公共交通で来訪された方に、帰りもし
くは次の交流拠点までの乗車券の配布を行う

実施主体・協力主体 下市町、奈良県、奈良交通

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 R6.7～

取組名 洞川温泉ビジターセンターと公共交通の連携

取組内容
・令和６年４月にオープンした洞川温泉ビジターセ
ンターに、公共交通で来訪いただけるような取組
の検討を実施する

実施主体・協力主体 天川村、奈良県、奈良交通

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 R5.4～

取組名 観光客向けモデルルート作成及び観光PRの実施

取組内容

・各観光施設等にバスの便と便との間で散策しな
がら天川村まで行くモデルルートを作成する
・デジタル技術等を活用した効果的な周知方法の
検討・実施

実施主体・協力主体 大淀町、下市町、黒滝村、天川村、奈良県

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 R5.4～

公共交通とまちづくりのデッサン＜実施事業一覧＞

その他の取組

取組名
コミュニティバスデータのGTFS化に伴うオープン
データ化及び住民への周知

取組内容
・令和4年度に県で整備したコミュニティバスデータ
のGTFSデータ化を活用し、各種検索サイトへの
データ提供や、住民へのPRを実施する

実施主体・協力主体 大淀町、奈良県

実施効果 コミュニティバスの利用者増加

実施期間 R6.4～

：重点取組事項

南部C 洞川線・下市天川線・下市笠木線・八木下市線 ２/３
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公共交通とまちづくりのデッサン＜重点取組事項＞

○南部Cにおける重点取組事項について

重点取組事項のねらい
これまで天川村にしか訪れていなかった観光客を観光モデルルートを作成し発信することで、大淀町、下市町、黒滝村の魅力的なスポットに呼び込み、公共交通を利用す
る観光客の増加を図る

実施効果 公共交通の観光利用増および周辺地域のにぎわい創出

活用する支援制度 公共交通基本計画推進支援事業

１年目（R６） ２年目（R７） ３年目（R８）～

実施内容

•観光スポットの洗い出し
•バスのダイヤ状況確認し、散策可能時間を把握
•散策可能時間と観光スポットをあわせ、具体的なルー
トを検討

•必要に応じて他の交通モードの追加を検討
•地図に落とし込み、マップを作成
•広報先の整理
•アンケート調査の内容・手法検討
•観光部局との調整
•インセンティブの検討

•観光客向けモデルルートの発信
•広報活動
•アンケート調査様式を検討・作成
•観光客向けモデルルートの発信

•観光客むけモデルルートの発信【継続】
•広報活動の実施
•アンケート調査、分析
•次年度以降の事業について検討

役割分担
(※1：実施主体)

奈良県

•全体の進捗管理
•アンケート調査の内容・手法検討
•観光部局との連絡調整
•インセンティブの検討

•全体の進捗管理
•広報活動の実施
•アンケート調査の実施

•全体の進捗管理
•利用促進策に対する支援
•広報活動の実施
•アンケート調査結果分析
•次年度以降の事業について検討

※1
大淀町
下市町
黒滝村
天川村

•路線周辺の観光スポットの洗い出し
•バス停、観光スポット間や各観光スポット間の移動時
間のと移送手段の検討

•アンケート調査の手法検討
•地図に落とし込み、マップを作成
•広報先の整理
•観光部局との調整
•インセンティブの検討

•広報活動の実施
•アンケート調査の内容を検討・作成

•広報活動の実施
•利用促進策の検討
•マップを活用したさらなる利用促進の実施

交通事業者
•よく訪れる観光スポット情報の提供
•インセンティブにおける対応方法の検討
•観光スポットの音声案内検討

•路線の利用データの整理・分析（バス事業者）
•広報活動の実施

•路線の利用データの整理・分析（バス事業者）
•広報活動の実施
•アンケート調査の協力

関係する補助 •公共交通基本計画推進支援事業 •公共交通基本計画推進支援事業 •公共交通基本計画推進支援事業

○観光客向けモデルルート作成及び観光PRの実施

運行年度は、前年１０月～当年９月

南部C 洞川線・下市天川線・下市笠木線・八木下市線 ３/３
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南部Dグループ
（関係市町村：吉野町、大淀町、下北山村、上北山村、川上村、東吉野村）
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中辻医院

県立五條
高等学校

五條市役所
五條新町

私立智辯学園
高等学校

五條病院

平畑運動公園

大淀町役場

下市中央公園
下市町役場

西吉野支所

大塔支所

吉野町役場

県立奈良
南高等学校
吉野学舎

金峯山寺

吉野水分神社

金峯神社

黒滝村役場

天川村役場

川上村役場

入之波温泉

和佐又山

上北山村役場

下北山スポーツ公園

下北山村役場

県立五條
高等学校

公共交通とまちづくりのデッサン

●関係市町村
吉野町、大淀町、下北山村、上北山村

川上村、東吉野村
●主な公共交通機関
• 近鉄 吉野線
• 南部地域連携コミュニティバス（ゆうゆうバス）
• コミュニティバス：スマイルバス（吉野町）、やまぶ
きバス（川上村）、よどりバス（大淀町）、ふるさと
号（東吉野村）、上北山村コミバス、下北山村内
巡回バス

• デマンド交通：よどりタクシー（大淀町）
しもきた号（下北山村）

●主な利用データ
• 近鉄福神駅 乗降人員 1,789人/日（R6）
• 近鉄大和上市駅 乗降人員 313人/日（R6）
• 近鉄下市口駅 乗降人員 1,769人/日（R6）
• 南部地域連携コミュニティバス：５診断指標のうち、
平均乗車密度、最大乗車人員、利用者１人あた
りの行政負担額の３項目が未達成（R3～）

●関係情報
【吉野町】
• 令和４年度にデマンドバス（スマイルバス）の本格
運行を行い、デマンドバス、路線バスを含め、最
適な交通体系の検討を実施

• 観光者向け２次交通として電動バイク1３台購入
• 宮滝遺跡公園整備中
• 令和４年４月に新たなサテライトオフィス「YOSHINO

GATEWAY」がオープン
• 近畿日本鉄道において、近鉄大和上市駅にシェア
サイクルポート、近鉄下市口駅にカーシェアを設置
（R7～）

【上北山村】
• 令和7年度末、村内コミバスを再編予定
• ヒルクライム大台ケ原は、村人口より多くの人が
訪れる自転車ロードレース
【川上村】
• デマンド乗合タクシーニコニコ号に新車両を導入
し、運行エリアを村内全域に拡大（R4～）

路線・地域の概要 まちづくりの方向性（イメージ図）

取組の方向性

【位置付け】
⚫ 南部地域連携コミュニティバス、よどりバス、やまぶきバスを運行し、地域内や広域の移動手段を
提供しており、地域の足として必要不可欠な路線となっている

⚫ 沿線に観光地が点在しており、観光需要も見込める

【課題】
⚫ 自治体や事業者の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確保維持改善事業に
より運行を確保・維持する必要がある

⚫ 自家用車を利用できない人の移動ニーズを満足する交通手段の提供が必要
⚫ 特別乗車券やコミュニティバスを利用した観光など、情報発信の工夫が必要
⚫ 運賃収入以外の収益源の確保についても検討する必要がある
⚫ 新たな乗務宿泊所の確保

系統
番号

系統名 実施主体
運行系統

起点 経過地 終点

201
南部地域連携
コミュニティバス

南部地域公共交
通活性化協議会

大淀バスセン
ター

湯盛温泉杉の湯 下桑原

201a
南部地域連携
コミュニティバス

南部地域公共交
通活性化協議会

福神駅 湯盛温泉杉の湯 下桑原

202 やまぶきバス
川上村地域公共
活性化協議会

吉野病院 国樔 入之波

203 やまぶきバス
川上村地域公共
活性化協議会

吉野病院 樫尾 入之波

204 よどりバス
大淀町地域公共

交通会議
福神駅 大淀町役場 上市駅

池原

C

重要交通拠点

まちづくりの方向性に合致す
る取組

主な施設・資源

将来像の実現におけ
る問題・課題

●令和９年度に目標とすべき状況
•南部地域連携コミュニティバス、よどりバス、やまぶきバス：診断指標５項目の達成
•よどりバス ：個別に定めた目標値（利用者数37,000人/年、収支率10％）の達成
•やまぶきバス：個別に定めた目標値（利用者数7,200人/年・26人/日、収支率9％）の達成

南奈良総合医療センター

湯盛温泉杉の湯

福神駅

大淀バスセンター

南部地域連携コミュニティバス

森と水の源流館

⚫ 滞在型観光を視野にいれた公共交通を利用した観光モデルルートの立案・周知
⚫ 観光地・温泉施設等と連携した公共交通利用促進策の検討・実施
⚫ 観光地から村中心地に来訪者を引き込む取組の実施

⚫ 住民のニーズ把握とそのニーズに応じた交通モードの導入
⚫ 無人駅の活用方法の検討・実施

－住民向け－
【目標】通院・買い物等、必要な用事を車がなくても便利に

大台ケ原

県立奈良南高等
学校 大淀学舎

奈良南高校吉野学舎
(フォレスターアカデミー)

五條市立西吉野
農業高等学校

吉野病院

きなりの湯

下北山スポーツ公園
キャンプ場

上北山やまゆり学園

不動窟鍾乳洞

宮滝遺跡

フォレスト
かみきた

【吉野町】
吉野町ビジターズビューローで
電動バイクを１３台導入し周遊
観光の促進を実施

－観光客向け－
【目標】公共交通を利用した観光のための取組実施

⚫ 車体へのラッピング広告による地域情報の発信
⚫ 貨客混載による地域の特産品の販路拡大

－その他－
【目標】ゆうゆうバスで運賃収入以外の収益源を確保し、収支改善や地域の魅力発信を実現する。

やまぶきバス

よどりバス

南部地域連携コミュニティバス沿線において公共
交通を利用する観光客の増加を図るため、観光
モデルコースを作成し発信する必要がある。

【出典】「国土数値情報（バスルート、バス停留所、鉄道、行政区域
データ）」（国土交通省）を加工して作成。「地理院地図Vector（仮
称）提供実験」（国土地理院）のデータをもとに、コンサベーション
GISコンソーシアムが作成したデータ（道路中心線2020）を表示。

五條IC

凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

鉄道駅

バス停

行政施設

病院

学校

商業施設

観光資源

その他箇所

道路

WASAMATA HUTTE

吉野山史跡

吉水神社

南部D 南部地域連携コミュニティバス・よどりバス・やまぶきバス １/３

本エリアにおける公共交通の位置付けと課題

令和7年度 19 ○ 1.8 × 11 ○ 21.1 ○ 1,431 ○

令和6年度 14.8 ○ 1.6 × 9 × 17.8 × 2,133 ×

令和7年度 10.7 ○ ー ー ー ー 8.4 × 813 ○

令和6年度 10.5 ○ ー ー ー ー 8.6 × 782 ○

令和7年度 2.0 × 1.5 × 10 ○ 6.34 × ー ー

令和6年度 2.3 × 1.7 × 24 ○ 7.7 × ー ー

利用者一人あたりの行政負担額

よどりバス

やまぶきバス

1便あたり利用者数 平均乗車密度 最大乗車人員 収支率

南部地域連携

コミュニティバス

バスカルテ
【基準】3人以上 【基準】2人以上 【基準】10人以上

【基準】40％以上

※コミバス20％以上
【基準】2,000円以下
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公共交通とまちづくりのデッサン＜実施事業一覧＞

取組名 鉄道駅舎の利活用

取組内容
・吉野町、奈良県、近鉄で駅舎利活用について意
見交換を実施し、駅舎の利活用に向けた取組を検
討・実施する

実施主体・協力主体 吉野町、奈良県、近畿日本鉄道

実施効果 無人駅等における安心・安全や利便性の確保

実施期間 R4.11～

：重点取組事項

住民向けの取組

観光客向けの取組

その他の取組

取組名 村内コミュニティバスの再編

取組内容
・上北山村内のコミュニティバスの利用状況を踏ま
えた運行形態等を検討し、村内コミュニティバスの
再編に向けた取組を検討・実施する

実施主体・協力主体 上北山村、奈良県

実施効果 住民の移動ニーズに応じた公共交通の実現

実施期間 R4.9～

取組名
コミュニティバスデータのGTFS化に伴うオープン
データ化及び住民への周知

取組内容
・令和4年度に県で整備したコミュニティバスデータ
のGTFSデータ化を活用し、各種検索サイトへの
データ提供や、住民へのPRを実施する

実施主体・協力主体 大淀町、上北山村、川上村、東吉野村、奈良県

実施効果 コミュニティバスの利用者増加

実施期間 R5.4～

取組名 電動バイクの活用による周遊促進

取組内容
・観光者向け2次交通として、電動バイクを導入し、
観光地間の周遊促進を図る

実施主体・協力主体 一般社団法人吉野ビジターズビューロー

実施効果 公共交通を利用した観光周遊の促進

実施期間 R5.2～

取組名
観光モデルコースの発信による観光の公共交通
利用促進

取組内容
・ゆうゆうバスを利用した観光のモデルコースを作
成し、公共交通の利用促進を図る

実施主体・協力主体
吉野町、大淀町、下北山村、上北山村、川上村、
東吉野村、奈良県、交通事業者、バス協会

実施効果 観光客の公共交通利用増

実施期間 R4.12～

取組名 地域情報の発信による公共交通の利用促進

取組内容
・地域の情報を様々な媒体で発信し、沿線地域の
知名度を向上させ、公共交通の利用者拡大を図る

実施主体・協力主体 南部地域連携協議会

実施効果
沿線地域の知名度向上、広告収入による収支改
善

実施期間 R4.9～

取組名 新たな貨客混載の実施

取組内容
・近鉄やバス等において、沿線地域の特産品等を
都市部へ運ぶ「貨客混載」を実施し、新たな需要
開拓と荷物搬送の効率化を図る取組を検討する

実施主体・協力主体
吉野町、大淀町、下北山村、上北山村、川上村、
東吉野村、奈良県、交通事業者、生産者

実施効果 特産品の販路拡大、鉄道やバスの収支改善

実施期間 R5.4～

取組名 サイクルトレイン導入による公共交通の利用促進

取組内容
・近鉄吉野線において、新たな交通モードが提供
できるよう、サイクルトレインの導入に向けた取組
を検討する

実施主体・協力主体
吉野町、大淀町、下北山村、上北山村、川上村、
東吉野村、奈良県、交通事業者

実施効果 複合的な交通サービスの展開による利用促進

実施期間 R5.4～

南部D 南部地域連携コミュニティバス・よどりバス・やまぶきバス ２/３

取組名 村内巡回バスの安全性およびサービス向上

取組内容
長年の利用で老朽化した車両を取り換えること
で、安全性や乗客へのサービス向上を図る

実施主体・協力主体 下北山村

実施効果
交通弱者等の安全・確実かつ快適な移動手段の
確保

実施期間 R8.4～
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公共交通とまちづくりのデッサン＜重点取組事項＞

○南部Dにおける重点取組事項について

重点取組事項のねらい 南部地域連携コミュニティバス沿線において、観光モデルコースを作成し発信することで、公共交通を利用する観光客の増加を図る

実施効果 南部地域連携コミュニティバスをはじめとする公共交通の観光利用増

活用する支援制度 運輸事業振興助成交付金、公共交通基本計画推進支援事業

１年目（R５） ２年目（R６） ３年目（R７）

実施内容

•観光モデルコースの内容検討
•マップ化へ向けたデザイン、レイアウト等の
調整（県→バス協会の運輸事業振興助成
交付金の活用を想定）

•特典等の内容・付与方法の検討

•観光周遊マップの発行
•利用実態調査
•広報活動の実施

•マップを活用したさらなる利用促進の実
施

•利用実態調査様式の検討・作成
•広報活動の実施

役割分担
(※1：実施
主体)

奈良県
•全体の進捗管理
•バス協会への交付金事業実施

•全体の進捗管理
•利用促進策に対する支援

•全体の進捗管理
•利用促進策に対する支援

※1 大淀
町

吉野町
川上村
下北山村
上北山村

•各町村における観光モデルコースの検討
•モデルコース発信に係る観光部局との調
整

•特典付与等利用促進策の検討

•広報活動の実施
•特典付与等利用促進策の検討
•マップを活用したさらなる利用促進の検
討

•広報活動の実施
•マップを活用したさらなる利用促進の実
施

交通事業
者

•特典付与等における対応方法の検討 例）
バス車内で乗車証明を発行できるかetc.

•路線の利用データの整理・分析（バス
事業者）

•広報活動の実施

•路線の利用データの整理・分析（バス事
業者）

•広報活動の実施

奈良県
バス協会

•マップ発行に向けての調整 •マップの配布、情報発信 •マップの配布・情報発信

関係する補助 •運輸事業振興助成交付金 •運輸事業振興助成交付金
•運輸事業振興助成交付金
•公共交通基本計画推進支援事業

○ 観光モデルコースの発信による観光の公共交通利用促進

運行年度は、前年１０月～当年９月

南部D 南部地域連携コミュニティバス・よどりバス・やまぶきバス ３/３

４年目（R８）～

•マップを活用したさらなる利用促進の実
施

•利用実態調査の実施
•広報活動の実施

•全体の進捗管理
•利用促進策に対する支援

•広報活動の実施
•特典付与等利用促進策の検討
•マップを活用したさらなる利用促進の実
施

•路線の利用データの整理・分析（バス事
業者）

•広報活動の実施

•マップの配布・増刷等の調整、情報発信

•運輸事業振興助成交付金
•公共交通基本計画推進支援事業
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